




	日　程
	時   間
	テーマ  および  講師（敬称略）

	２月１６日

（土）
	10：30～13：00

（150分）
	「講義１　解決努力と例外の体験」
長谷川  啓三　東北大学大学院教授（臨床心理学）

	
	14：00～16：30

（150分）
	「講義２　組織で生かすブリーフセラピー」

　 　　水谷  久康　三重県立桑名北高等学校校長、ITC幹事

	２月１７日

（日）
	 9：30～11：30

（120分）
	「講師陣による模擬面接と質疑」

　　　　　模擬面接を講師陣で行います。

	
	12：30～15：00

（150分）
	「講義３　家族療法としてのブリーフセラピー」

若島　孔文　東北大学大学院准教授（臨床心理学）　


講　師　紹　介（敬称略）


＊＊＊企画講師　長谷川 啓三  東北大学大学院教授（臨床心理学）・MRI海外代表＊＊＊


出講講師　水谷   久康　三重県立桑名北高等学校校長、ITC幹事


若島　 孔文　東北大学大学院准教授（臨床心理学）





※ 時間割・テーマ等は、多少変更となる場合があります。その際はご了承願います。
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昨年は大震災を体験し、２人の講師は現地に住んで支援者側として被災地と現在も関わりを続けています。その中で、ブリーフセラピーの考え方と実践の方法が、実に役立つものであることを実感しています。また今１人は管理的な位置にある教育者として、震災を含む緊急時のあり方についてその教育実践を具体的に考える立場にあります


担当する３人の講師は日常的にも親交があります。それでも、２日目に予定されている、３人がやる面接のデモンストレーションに各自、違いがあるのを、ご参加の皆さんは見られることになるでしょう。


今回の講座は、講師らの震災体験を交えて、皆様とブリーフセラピーの実際を学び深める機会に致したいとおもいます。どうぞ初心の方、既に学びを始められた方、ご参加をお待ちします。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長谷川　啓三





２０１２年度　こころの臨床・専門講座７　１ 








期　　日：２０13年 ２月1６日（土）～１７日（日）


受講対象：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等の方で、医療・相談・福祉・


教育に関わる専門家、学生、および関心のある方


定　　員：７0名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認願います）


受 講 料：１２,０００円（税込）　※昼食は各自でお手配願います


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　 03-3986-7021


会　　場：明治安田こころの健康財団 　8階講義室


東京都豊島区高田3-19-10　


	ＪＲ山手線、西武新宿線、地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


1-4-14TEL：後　援


後援：宮城県・宮城県





実例でわかるブリーフセラピー


－大震災での体験を踏まえて－














